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プレスリリース
hyperMILL AS9100/EN9100準拠のプロセスに対応
OPEN MIND、航空宇宙産業で躍進
ヴェスリンク（ドイツ）、2026年11月05日 — 航空宇宙分野の部品加工メーカーの間で、OPEN MIND 社の CAD/CAM ソフトウェア「hyperMILL」を導入する動きが広がっています。空宇宙業界には欧州規格「EN 9100」や国際規格「AS9100」といった非常に厳しい品質管理基準がありますが、hyperMILL はこれらの規格に沿った製造プロセスにもスムーズに対応可能です。実際に利用しているユーザーの声からも明らかなように、hyperMILL には航空宇宙関連部品に欠かせない実践的な加工手法が豊富に備わっています。

航空機や人工衛星など、空を飛んだり宇宙軌道へ打ち上げられたりする部品には、「軽さと頑丈さの両立」が求められます。これは、航空宇宙分野の製造要件を端的に表した言葉と言えるでしょう。加工の対象は、エンジンやランディングギア、構造部品、空飛ぶクルマ（eVTOL）のパーツから、スラストフレーム（推力支持構造）、ファスナー（締結部品）、燃料タンクといったロケット関連部品まで多岐にわたります。その形状は非常に複雑な場合が多く、サーフェイスの仕上がり面品位や寸法精度に対する要求も極めてハイレベルです。hyperMILL は、独自の5軸加工テクノロジー、強力な切削・旋削加工機能、さらにはブリスクやインペラー向けの専用ソリューションパッケージを備え、これらの厳しい要求にしっかりと応えます。また、NCコードベースのシミュレーション機能「hyperMILL VIRTUAL Machining」を活用することで、莫大なコストにつながる加工ミスや干渉事故を未然に防ぐこともできます。航空宇宙関連部品の受託加工を手掛ける Western Precision Products 社で CAM マネージャーを務めるDenton Lewis氏は、次のように話しています。「シミュレーションの動きが実際のマシンの動きと完全に一致していたため、実機で何が起こるかを事前に完璧に把握することができました。」

高効率で信頼性の高い加工プロセス
航空宇宙産業では、チタン、インコネル、耐熱合金、カーボンコンポジット（FRP）といった「難削材」が数多く使用されます。hyperMILL の強みの一つは、工具摩耗や機械への負荷を最小限に抑えつつ、高精度かつ安全な加工プロセスを実現する加工手法を提供できている点にあります。最適化された高能率加工（HPC）機能により、大量に発生する切りくずの処理もスムーズに行えます。アンテナ反射板パネルの製造を手掛ける Shreeram Aerospace & Defense 社では、重さ約 150 kg のアルミ素材から、多数のポケット加工や、薄い箇所ではわずか 2 mm ほどの薄肉リブを持つ 10.5 kg の軽量部品を削り出しています。同社の会長兼マネージングディレクターであるSandeep Satani氏は次のように述べます。「ポケットの壁の厚みがわずか 2 mm 程度しかない部分が多いにもかかわらず、表面粗さは従来の Ra 0.8 µm から Ra 0.4 µm へと大きく向上しました。」さらに同社では、hyperMILL MAXX Machining を活用することで、この反射板パネルの荒加工時間を従来の 40 時間から 30 時間へと短縮することにも成功しました。

実践と研究開発の最前線
「hyperMILL を用いて加工された部品は、すでに人工衛星の一部として地球の軌道を周回しており、航空宇宙分野における私たちの CAM システムの支持者は着実に増え続けています。さらに、研究機関との共同研究を通じて、航空宇宙関連業界向けの新しい材料や加工法の開発で常に最先端を走り続けているため、この分野のお客様には今後も当社の技術から大きなメリットを感じていただけるはずです。」OPEN MIND Technologies Japan のカントリーマネージャーであるAkira Sugaiは、このように説明しています。

主な特徴
航空宇宙産業への対応：hyperMILLは、AS9100 / EN9100 に準拠した製造プロセスへスムーズに対応可能です。

複雑な加工への対応力：独自の5軸加工テクノロジー、旋削・旋削機加工能に加え、ブリスクやインペラー向けの専用ソリューションを備えています。

プロセスの安全性：hyperMILL VIRTUAL Machining によるNCコードベースの加工機動作シミュレーションで、安全かつ確実な加工を実現します。

目に見える改善効果：Shreeram Aerospace & Defence 社では、荒加工時間を 40 時間から 30 時間へ短縮し、表面粗さも Ra 0.8 µm から Ra 0.4 µm へと向上しました。


利用可能な画像
以下の画像は、印刷用フォーマットで以下のURLからダウンロード可能です： 
https://kk.htcm.de/press-releases/open-mind/
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出典：OPEN MIND

エンジン関連部品は、航空業界において最も厳しい要件が求められる部品の一つです。
	
[image: ]
出典：OPEN MIND

hyperMILLは、エンジンケーシング用リングなどの難削材加工に向けた強力な切削・旋削テクノロジーを提供しています。
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出典：OPEN MIND

この連結プレートには、航空宇宙分野特有の構造的な特徴が随所に見られます。革新的な荒加工および仕上げ加工手法を活用することで、高い加工効率と優れた精度を両立しています。




視聴可能な動画コンテンツ
弊社のYouTubeチャンネルでは、以下の動画コンテンツをご覧いただけます： 
https://youtu.be/wpnmfCXE-FY?si=NblmEvsrBCoFmC6b
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出典：OPEN MIND

このチタン製ランディングギアは、
hyperMILLの実力を証明する好例です。高能率かつ高精度な加工を実現し、優れた仕上り面品位を得ることができます。




OPEN MIND Technologies AG について
OPEN MIND Technologies AG は、加工機の機種にもコントローラにも依存しないプログラミングをサポートする強力な CAD/CAM ソリューションの開発元として、世界をリードする企業のひとつです。
OPEN MIND の開発する最適化された CAD/CAM ソリューションには、他社製品にはない革新的な機能が多数含まれており、プログラミングと加工の両面で卓越したパフォーマンスを発揮します。hyperMILL はモジュラー型の CAD/CAM ソリューションであり、独自の CAD プラットフォームと 2.5D、3D、5 軸加工や旋削加工などの最先端の CAM テクノロジーや、積層加工、HSC、HPC 加工向けのソリューションを提供しています。そして自動化、シミュレーション、デジタルツインなど最先端のテクノロジーを組み込むことにより、製品群をさらに拡大し、継続的なデジタル プロセス チェーンを実現しています。また、幅広い製品ラインアップに加え、特別なアプリケーション、一般的な CAD ソリューションとのデータ連携、および顧客に対する技術サービスを提供しています。 
CIMdata 社が作成した 2026 年版 NC 市場調査レポートによれば、hyperMILL は世界の CAD/CAM ソリューションのトップ 4 にランクインしています。革新的な CAD/CAM テクノロジーは、自動車、エネルギー、半導体、航空宇宙、医療といったさまざまな業界における、金型製造、量産加工、少量生産などの分野から寄せられる高度な要求に完全に対応できます。 
OPEN MIND は、製造実行システム (MES) 開発企業である Hummingbird の株式の過半数を取得して CAD/CAM メーカーの製品ポートフォリオを拡大し、デジタル化されたコネクテッド マニュファクチャリング テクノロジーを強化しています。
OPEN MIND は Mensch und Maschine グループに属し、世界各地に支社を置いて事業を展開しています。
詳細については、www.openmind-tech.com をご覧ください。 

オープン・マインド・テクノロジーズ・ジャパン株式会社 東京本社
〒180-0013東京都武蔵野市西久保3丁目2-1
アルベルゴ武蔵野 B101
電話: +81 50 5370-1018

お問い合わせ:
Eメール: info.jp@openmind-tech.co.jp

ドイツ本社:
OPEN MIND Technologies AG, Argelsrieder Feld 5, 82234 Wessling, Germany
電話:+498153 933-500, Fax:+49 8153 933-501
電子メール：Info@openmind-tech.com, Webサイトwww.openmind-tech.com
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